
  
『世界は苦しいことでいっぱいだけれども、それに打ち勝つことでもあふれている』 

Although the world is full of suffering, it is full of the overcoming of it. 

（by ヘレン・ケラー Helen Adams Keller 1880年-1968年） 

 

 

 
  

 

昨年度の宮城県公立高等学校の入試で、国語の作文問題で読書について触れる内容が

出題されていました。 

『読書はあなたを（ ）につれていく』という「読書の魅力を伝えるキャッチコピー」

が提示され、（  ）に入れる言葉とその理由を合わせて述べる問題でした。 

（  ）に入れる言葉は、選択式ではなく受験者自身で考案しなければならないものです。 

 

 さて、あなたなら（  ）にどんな言葉を入れますか？ 
 

素敵なコピーを思いついたかた、ぜひ学校図書館のカウンターで教えてください！！  

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市立旭中学校 

令和７年 1月号 図図書書館館だだよよりり 

 ～本年もどうぞよろしくお願いいたします・学校図書館でお待ちしています！

～ 

※冬休みの間に借りていた本は，１月１0日（金）が最終返却日です! 

忘れずに手元の本はすべて返却をお願いします。貸出延長は、図書館カウンター・

学校図書館クラスルームより申し込みをお願いします。 

 

 

 

受験・明日の勉強によく効く本特集 1・2年生も注目！！

目！ 

「高校入試面接ノオキテ」

安田浩幸著 

ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

「合格を勝ち取る睡眠法」

遠藤拓郎著 ＰＨＰ研究所 

「受験生の心の休ませ方」

加藤諦三著 ＰＨＰ研究所 

「受験国語が君を救う」 

石原千秋著 河出書房新社 

「嫌いな教科を好きになる

方法教えてください！」     

河野哲也ほか著 河出書房新

社 

 

ＰＨＰ研究所 

「高校受験で成功する 

中学生の合格ノート」 

秋田洋和著 メイツ出版 

「マンガでわかる! 中学生

からの最強の勉強法」 

坂本七朗著 ナツメ社 

 

 

河出書房新社 

「勉強が面白くなる瞬間 

読んだらすぐ勉強した

くなる究極の勉強法」 

パク・ソンヒョク著 

ダイヤモンド社 



 

 

 

令和６年～７年に読んだ本のなかから、絶対面白い！「これ読も☆本」を紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊関東学生連合チーム…毎年 10月に行われる箱根駅伝予選会で出場権を得られなかった大学の中から、個

人成績順に選手を集めて作られるチーム。オープン参加で順位・タイムは参考記録扱いとなり、正式記録に

は残らない。 
 

『駅伝・走る』小説を集めました！走ることが好きな人、苦手な人どちらにもおすすめ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        『俺たちの箱根駅伝』上・下 池井戸潤 文藝春秋 

             逆境を、越えてゆけ。―これは、一度は敗れた者たちの物語。それでも前を向く、あなたへ。 

強豪校の伝統を引き継ぐ明誠学院は、予選 11位 11秒というわずかな差で敗退。主将の青葉

隼斗はいつもの走りができなかった自分のせいだと悔やみながらも、関東学生連合チームへ

参加できることに。新しく就任した実力未知数の甲斐監督は、いきなり「学生連合で 3位相

当を目指す」ととんでもない目標を掲げてきた！そして、箱根駅伝を中継するＴＶ局も、今

年の放送に暗雲が立ち込め頭を抱えていた…。この本は学生連合チームやテレビ局といった

裏舞台をメインに描き、新しい視点での箱根駅伝が楽しめます。上巻最後で区間エントリー

者の発表、下巻は 1冊かけて往復２日間の激闘を描きます。記録に残らない、順位がつかな

いのを承知で挑む「たすき繋ぎ」。彼らは誰よりも、なぜ走るのかを考えたチームだったのか

もしれません。十人十色の走り、走り抜けてゆく風景、渾身の実況、沿道に響く監督の声。 

日常のストレスを吹き飛ばす、すべてが熱い、物語を読む喜びで満たされる本です。 

走る・支える・応援する『タスキメシ 箱根』 額賀澪 小学館 

                管理栄養士として病院で働いていた早馬は、紫峰大学駅伝部のコーチアシスタント兼

栄養管理として、部員たちと箱根駅伝初出場を目指すことに。高校時代、大学時代も陸

上の名門校で長距離走選手として期待されたものの、怪我から思うような成績を残せな

かった早馬。その背景にあった、嫉妬、諦め、苦い思い――。数々の挫折を経験した者

として部員たちに寄り添い、食の大切さ、目標達成の楽しさを伝えようと奮闘する彼の

ことをキャプテンの 4年生、仙波千早は最初は受け入れられずに何かと反抗してくるの

ですが…。箱根駅伝の経験者たちからも描写がとてもリアルという声の多い作品です。 

栄 

 

 

 

教科書に出てくる本 「風が強く吹いている」 

三浦しをん 著 新潮文庫 

 

同じ寮に住んだだけの十人が、

なぜ箱根駅伝を目指すことに？

素人がほとんどのメンバーでも

本当に可能なのか？個性に合わ

せた一風変わった練習方法がと

ても面白く、ラストランもぐっ

と胸に迫ります｡ 

「ランナー」 

あさのあつこ 著 

幻冬舎文庫 

 

 

河出書房新社 

「あと少し、もう少し」 

瀬尾まいこ 著 

新潮文庫 

 

 

河出書房新社 

＜司書のイチオシ！本コーナー＞ 


